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･4-芸+芸 α2,△5-1+芸 α2,△6-等 α2, △7-芸 ,△n≧8-0(1) (6)












･4- 言α2.等 △ n≧5-0(α2) (7)


























pJ(i)-芸/:'dw coswl△2 4WJW2W2[4W2PJ(LJ)]2+A40(回) (10)
ここで､4W2PJ(W)≡4WJW2u-(△2/7T)F(LJ)･WJW2≡2Eped/7TLJ-+(△2/27r)(W二llLJ+-1)､
F(LJ)≡logL(W十-W)(W_+W)/(LU++W)("｣-W)I､そして､0(LJl)≡0(Iwl-W_)0(W+一回)
である｡(10)の数値計算 [5】は､特徴的時間がto≡LJI1で､i5toではpA(i)-PA(0+)∝-t2.
i>>t｡ではt~1の包絡線を示している｡(9)のバンド間遷移は外場による励起ではなく､自
発的は遷移をあらわし､スペクトルは(10)の0(回)によって制限される｡したがって､こ
の揺らぎは白色のLangevinforceとは異なり､記憶関数が時間のべきで特徴付けられる､
自発的に強く色づいた揺らぎであると結論できる｡同様の振る舞いは成分別の粒子数演算
子Nd-∑kqdtkqdkq,Np-∑kqPtkqPkqに対する揺らぎついても見出されているo
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